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1 研究背景と仮説

TAKE HOME MESSAGE

 [理論] 才能が同じでも，学振採用者と非採用者の研究業績の格差は時間的に拡大していく

 [実証] 学歴が同じでも，採用期間数年ポッチの学振が長期的なキャリアの格差を生んでいる可能性を示唆

2 理論

3 実証

数値例 & インプリケーション

■ なぜ，研究業績には差が生じるのか？
 ⇒ 才能だけではなく，初期の成功の有無で

 マタイ効果的に格差が生じる可能性

論文数の時系列推移 研究費獲得数の時系列変化 准教授以上への昇進割合

3.2.1 コホートごとの論文数

学振採否別の累積論文数の推移

修了大学院を統制した「学振→累積論文数」の係数

修了大学院を統制した「学振→累積研究費」の係数

3.2.3 コホートごとの昇進率

修了大学院を統制した「学振→昇進」の係数

学振採否別の昇進率の推移

3.3.1 分野ごとの論文数

3.2.2 コホートごとの研究費数

学振採否別の累積研究費数の推移

学振採否別の累積論文数の推移

修了大学院を統制した「学振→累積論文数」の係数

3.3.2 分野ごとの研究費数

学振採否別の累積研究費数の推移

3.3.3 分野ごとの昇進率

修了大学院を統制した「学振→累積研究費」の係数

学振採否別の昇進率の推移

修了大学院を統制した「学振→昇進」の係数

ちなみに（DC1 vs. DC2）

才能をコントロールした
「学振→准教授昇進」の係数

才能をコントロールした
「学振→論文数」の係数 ■ 才能が同じであっても，

 学振採用者と非採用者の
格差は年々拡大していく
 ⇒ 学振によるマタイ効果

■ 仮説：理論モデルの結果
 が再現できるか？

■ 学振DC1とDC2で，研究業績に差があるのか？
 ⇒ 論文数，研究費，准教授昇進すべての項目でDC1が優位
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からデータを収集
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3.1 記述統計

■コホートごと研究成果 ■学問分野ごと研究成果

■コホートごとの学問分野の割合

★ 近年は論文数も研究費数も増加
 しかし准教授昇進率は低下

★ 分野ごとに，論文数と研究費数
 には隔たりがある

★ 旧帝一工を出た人は，あらゆる
 コホートと学問分野で，研究費
 を多く獲得している

図形の形: 出身大学院威信
図形の大きさ: 准教授昇進率
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